


島
津
丸
久
会

次先
代代

島島

i宇津

網忠

賞恒

薩
摩
藩
二
代
務
主
(
一
六
=
一
入

1
d
六
八
七
)

元
和
二
年
六
月
二
日
二
六
一
六
年
七
月
十
五
日
)

3

元
禄
七
年
十
一
月
ニ
九
日
二
六
九
五
年
一
月
十
四
日
)
享
年
七
十
五
歳

初
代
藩
之
島
津
志
怪
(
家
久
)
の
子
。
実
母
は
薩
州
家
・
島
津
忠
清
の
娘
、
養
母
は
島
津
亀
寿
(
島
津
義
久
の
三
女
)
。
正
室
は
島
津
家
家
老
・

伊
勢
良
昌
の
孫
娘
(
脅
源
院
殿
)
だ
っ
た
が
、
彼
女
が
万
治
元
年
六
月
十
一
同
(
一
六
五
八
年
七
月
十
一
日
)
に
早
世

l
た
翌
年
に
は
、
京
都
の
会
家
・

平
松
時
腐
の
養
女
陽
和
・
院
殿
(
実
父
・
交
野
時
東
)

6

3

正
徳
元
年
八
月
十
二
日
(
一
七
一
一
年
九
月
二
四
司
)
を
継
室

E
I
て
い
る
。
子
は
網
久
、

入
永
院
重
短
、
満
(
島
津
久
雄
室
)
、
柏
崎
(
織
田
信
盛
室
)
な
ど
十
九
男
十
九
女
と
さ
れ
て
い
る
。

内
政
で
は
財
政
の
立
て
直
ー
の
た
め
家
老
・
島
津
久
通
に
命

t
て
寛
永
十
七
年
(
一
六
回

O
年
)
に
長
野
(
現
在
の
庇
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
水
野
)

に
金
山
を
閥
発
。
ー
か

l
、
徳
川
幕
府
の
い
妨
害
に
よ
り
究
水
二
十
年
(
一
六
四
三
一
年
)
に
は
平
く
も
操
業
を
停
止
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
苦
難
の
連
続
で
、

金
山
の
再
開
発
が
始
ま
る
の
は
明
屠
二
年
(
一
六
五
六
年
)
で
あ
っ
た
。
光
久
の
治
世
は
、
幕
府
の
鎖
国
政
策
に
よ
り
そ
れ
ま
で
依
存

l
て
い
た
海

外
貿
易
に
収
入
の
期
待
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
ら
、
こ
の
金
山
開
発
の
他
、
新
旬
開
発
、
洪
水
対
策
な
ど
、
産
業
振
興
に
よ
る
収
入
源
の
確
保

が
基
本
政
策

E
な
っ
た
。

そ
の
後
、
光
久
の
長
命
も
あ
っ
て
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
年
)
隠
居

l
て
孫
・
島
津
綱
貴
に
家
督
を
譲
る
ま
で
五
十
年
に
渡
り
薩
摩
藩
を
え
記
。

万
治
元
年
(
一
六
五
入
)
、
底
児
島
の
名
園
・
仙
猿
園
も
こ
の
光
久
の
命
に
よ
っ
て
柔
か
れ
た
。

ま
た
、
底
児
島
県
の
哀
の
風
物
詩
で
あ
る
六
月
灯
も
江
戸
時
代
初
め
の
旧
暦
、
一
ハ
月
十
八
日
に
、
上
山
観
音
堂
を
造
立

l
仏
像
を
安
置
[
た
際
、
丸

久
会
が
参
詣

l
て
燈
誌
を
寄
進

l
た
ヒ
こ
ろ
、
家
臣
の
多
く
も
こ
れ
に
追
随

l
、
参
拝
す
る
人
々
で
深
夜
ま
で
賑
わ
っ
た
の
が
由
縁
ヒ
さ
れ
て
い
る
。
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江戸時代天保年間 新屋敷周辺地図
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神
社
市
緒

【
御
祭
神
】

殆
魂
神
社

伊
邪
郊
美
尊

サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
‘
、
コ
卜

晶
体
回
彦
A
V

イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

伊
原
那
岐
尊ソ

コ

y
ツ
ノ
、
コ

l

ナ
カ
ツ
ツ
ノ
ミ
コ
ト
ウ
ワ

y
ツ
ノ
、
コ
ト

住
吉
三
神
(
底
筒
男
A
V
・
中
筒
男
A
V
・
ゑ
筒
男
ム
ザ
)

塩
竃
神
社

ソノ
オ
ツ
チ
オ
キ
ナ
ノ
ミ
コ
ト

塩
土
老
翁
A
V
(
別
名

時
体
田
彦
A
V
)

古
く
は
た
戸
藩
成
時
代
よ
り
、
底
児
島
市
内
中
心
部
を
流
れ
る
申
1

突
川
河
台
よ

り
錦
注
湾
に
か
け
て
の
一
帯
は
官
船
を
繋
ぐ
役
所
が
置
か
れ
、
貿
易
業
・
漁
業
・

製
塩
業
等
、
海
上
交
通
の
中
継
地

E
I
て
賑
わ
い
の
あ
る
町
で
あ
っ
た
。
第
二
代

薩
摩
藩
主
(
十
九
代
島
津
家
当
、
五
)
光
久
会
が
明
屠
三
年
二
六
五
七
)
品
市
魂
廟
を
、

延
宝
八
年
(
一
六
入

O
)
塩
骨也
大
明
日
神
を
各
々
勧
詩
な
さ
れ
、
こ
の
地
域
の
ご
守

護
E
さ
れ
た
。

臥
市
魂
神
社
の
御
祭
神
は
伊
尉
叩
那
岐
尊
、
伊
原
那
美
尊
ニ
h

狂
ヒ
住
吉
三
神
。
ま
た

両
社
共
に
海
に
綿
棒
が
深
く
、
道
先
案
内
の
神
・
山
地
、
万
閥
拓
の
拍
砕
け
神
ヒ
さ
れ
る
猿
田

彦
命
を
花
り
氏
関
の
信
仰
が
厚
か
っ
た
。
特
に
事
業
面
に
お
い
て
新

l
い
事
を
始

め
る
時
や
大
事
を
成
す
場
合
「
物
事
の
始
め
に
災
い
を
放
い

、
万
事
最
も
尊
い
、
万

向
へ
導
き
給
う
」
と
さ
れ
、
時
の
海
軍
大
臣
求
郷
平
八
郊
元
品
川
も
参
拝
に
訪
れ
、

司
露
戦
争
の
際
、
清
め
塩
を
持
参
さ
れ
た
と
言
う
。

ま
た
、
山地
4

九
の
氏
子
・
崇
敬
者
の
協
力
を
仲
ざ
、
恥
市
魂
神
社
は
平
成
二
年
、
塩

釜
神
社
は
平
成
十
四
年
十
二
月
に
大
規
模
な
御
造
営
事
業
を
執
り
行
い

透
度
、
白
押

竣
エ
に
着
手

l
た
。

現
在
で
も
八
方
除
核
・
h

熱
病
良
心
災
・
商
売
繁
盛

・
必
勝
祈
願
手
広
く
崇
敬
を
仰

ぐ
お
社
で
あ
る
。

主
な
年
間
行
事

月月月

四三一
目白日日

歳

E
正
月
祭

元
始
祭

仕
事
始
年
頭
祈
願
祭

会
社
等
団
体
で
参
拝
し
、
今
年
一
年

の
安
全
を
願
い
、
家
業
繁
栄
商
売
繁
盛
を
祈
願
し
ま
す

十
日
恵
比
寿
祭

節
分
星
祭

終
日
に
か
け
て
家
内
安
全
社
運
隆
自
己
等
厄
桜

い
を
行
う

(船
魂
午
後
九
時
塩
竃
午
後
六
時
迄
)

船
魂
神
社
春
祭

塩
竃
神
社
春
季
例
祭

致
し
ま
す

船
魂
神
社
例
祭

月月

十
日
三
日

地
域
の
安
寧
と
国
家
の
隆
昌
幸
」
祈
願
し
ま
す

こ
の
年
の
稔
り
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願

夏
越
の
大
級

す
る
船
魂
神
社
六
月
燈

(夏
祭
)

県
内
で
は
早
い
時
期
の
夏
の

風
物
詩
。
ご
寄
付
寄
進
さ
れ
た
方
の
燈
篭
を
掲
け
、
雅
楽

舞
楽
舞
踊
の
奉
納
行
事
、
抽
選
会
等
賑
や
か
に
行
わ
れ
る

短
竃
神
社
六
月
燈

(夏
祭
)

海
の
臼
に
因
み
こ
の
日
に
斉

行
す
る
こ
の
臼
に
近
い
日
曜
日
に
境
内
に
隣
接
す
る
塩
釜
公
園
に

舞
台
を
設
け
奉
納
舞
踊
演
芸
を
行
う

八
月
十
三
日

1
十
六
日
お
盆
祭

視軍一
E

を
家
に
迎
え
も
て
な
し
、
送
る
行
事

十
月
二
日
船
魂
神
社
秋
季
例
祭

稔
り
あ
る
収
穫
を
感
謝
し
ま
す

十
月
二
五
日
塩
竃
神
社
秋
季
例
祭

十
一
月
一
一
一
一
一
日
新
嘗
祭

こ
の
秋
に
収
穫
さ
れ
た
新
穀
を
神
々
に
供
え
、
五

穀
豊
穣
に
感
謝
し
ま
す

天
長
祭

天
皇
陛
下
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
お
祭
り
十
二

旦

三

日

大

級

式

除

夜

祭

年
末
神
棚
祭

年
末
に
な
る
と
神
棚
の
あ
る
ご
家
庭
会
社

を
廻
リ
注
連
縄
や
紙
霊
を
取
替
え
新
し
い
年
を
迎
え
る

月
十
八
日

月
五
月

ハ
月
三
十
日

七
月

七
月
二
十
日

十
二
月
二
三
日

十

月

一
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
罪
被
れ
を
お
誠
い

日
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昨
年
九
月
六
日
、
健
や
か
に
悠
仁
川札
王
殿
下
が
ご
誕
生
さ
れ
、

も
っ
す
「
一
成
の
御
誕
生
日
を
お
迎
へ
に
な
り
ま
す
。
先
ず
以

っ
て
聖
寿
町
万
成
と
主
主
の
体
併
を
吉
祝

F
奉
り
ま
す
。

状
、
本
年
は
島
沖
え
久
ハ
ム
が
明
府
三
年
に
船
魂
出
酬
を
勧
請
♀

さ
れ
、

三
五
十
年
自
の
節
目
あ
る
年
で
も
あ
う
ま
す
。
比
の
皮
、

船
秘
会
が
創
立
十
五
周
年
の
佳
叶
仰
を
迎
へ
る
に
あ
た
り
、
心
よ

り
御
祝
ひ
中
し
よ
げ
ま
す
と
共
に
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
平
常
よ
り
船
塊
神
社
内
諸
花
浪
に
対
し
ま
し
て
格
別

の
御
尚

配
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
重
ね
て
尽
く
御
礼
申
し
ょ
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
れ
は
背
会
は
昭
和
か
ら
平
成
の
御
世
に
お
逃
り
し
た
え
年
、

「御
大
典
記
念
事
業
」

と
し
ま
し
て
給
油
叫
神
社
改
修
エ
事
完
成
と
時
を
同
じ
〈
、
今
後
の
神
社
巡
営
等
叫
品
川
越
を
話
し
合

小
中

で
、
同
志
が
カ
を
令
は
せ
、
様
々
な
恭
仕
活
動
を
行
ひ
比
成
の
発
反
に
寄
与
、
ま
た
将
来
へ

引
継
ぐ
当
社
興
降
に
繋
が
る
と
の
処
ひ
が
当
会
の
結
成
に
到

っ
た
経
緯
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

振
り
返
っ
て
第
一
回
目
の
検
事
録
を
え
ま
す
と
、
会
の
創
設
を
提
唱
さ
れ
た
羽
切
淵
一
郎
先
生
(
札

事
務
局
長
)
、

山
下
政
成
先
生

(札
副
会
長
)
を
は
じ
め
、
背
任
役
員
故
兼
田
今
北
氏
、
永
岡
品
川
叫
氏
、

の
お
名
前
を
拝
見
し
、
尽
力
奔
走
さ
れ
た
事
が
何
へ
ま
す
。

本
業
戦
も
さ
る
こ
と
な
が
句
内
外
の
外
郭
団
体
で
主
席
を
全
ふ
さ
れ
、
川
札
在
も
第
一
線
に
て
御
多
忙
御
岳
山
雌
で
あ
句
れ
ま
す
西
野
市
忠
保
同
怖
を
会
長
と
し
て
お
迎
へ
し
て
以
永
今
日
ま
で
の

十
五
年
川
、
正
五
九
月

の
定
例
会
、
祭
典
の
奉
仕
活
動
、
四
季
折
々
に
は
甲
突
川
で
の
花
見
月
見
・
併
っ
き
ス
ポ
ー
ツ
等
、
会
員
相
互
の
叫
閉
鎖
、
他
成
社
会
の
発
及
に
努
め
て
こ
句
れ

ま
し
た
こ
と
に
添
〈
敬
走
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
長
き
に
波
り
当
会
を
継
続

・
維
持
な
・
さ
れ
た
事
は
偏
に
、
岳
好
会
長
円
誠
実

t
人
柄
に
つ
き
ま

1
。

当
時
は
、
兼
務
社
総
電
神
社
御
述
営
事
業
に
伴
ふ
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
戦
前
、
簡
略
的
に
建
立
さ
れ
た
御
祉
は
老
朽
仏
が
若
し
〈
、
玖
築
整
備
は
急
務
課
題
て
あ
り
、
氏
子

・
山
下
敬
唱

の
初

t
る
婆
笠
で
も
あ
り
ま
し
た
。
後
皮
か
役
員
会
に
て
殺
事
に
よ
が
る
も
の
の
、
船
魂
神
社
御
え
営
を
成
し
待
た
ば
か
り
の
私
に
と
り
ま
し
て
、
多
難
な
訪
問
題
で
浮
ひ
て
は
消
へ
る
状

態
で
頓
挫
し
て
お
り
、
掘
建
て
小
屋
の
よ
う
な
お
や
し
ろ
に
御
鎮
座
し
山
る
塩
屯
さ
ま
の
御
症
に
中
し
わ
け

t
い
と
忠
ひ
っ
つ
、

十
数
年
の
歳
月
が
流
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
秋
頃
、
御
政
官
申
の
件
索
が
具
体
的
に
持
ち
上
が
り
、
役
員
会
で
は
船
魂
御
造
営
に
獄
わ
っ
た
比
良
建
築
設
計
、

M
B
C
附
発
を
え
へ
本
終
的

t
協
議
に
移
り
ま
し
た
。
船
秘

会
が
妥
と
な
り

「地
屯
神
社
御
社
成
政
祭
実
行
委
員
会
(
奉
賛
会
)

」
を
設
立
、
会
長
に
実
直
な
山
下
政
康
氏
を
推
挙
し
、
当
時
の
新
産
品
帆
永
町
内
会
平
中
和
夫
氏
、
が
ん
が
ら
橋
通
り
会

福
崎
龍
夫
氏
両
会
長
の
ご
協
力
を
仰

F
、
池
え
と
の
迫
携
で
浄
財
募
金
活
動
を
行
ひ
っ
つ
玖
築
工
事
に
着
手
。
平
成
十

四
年
十
二
月
八
日
、
氏
子

-
J
4
敬
者
の
切
笠
で
あ
り
ま
し
た
蕊
寵
神

社
御
社
殿
が
見
事
に
御
法
営
さ
れ
況
在
で
は
新
た
に
青
年
会
も
発
足
、
祭
事
奉
仕
に
従
事
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
平
ひ
も
の
で
本
年
は
玖
築
五
周
年
を
迎
へ
ま
す
。

若
草
未
熟
な
が
ら
両
神
社
の
代
表
役
員
を
勤
め
、
氏
子

・
崇
敬
者
の
皆
株
と
接
す
る
中
で
、
苦
し
み
を
分
か
ち
、
喜
び
を
共
有
す
る
仲
間
が
い
る
と
吉
山
事
は
、
少
人
数
で
神
社
を
護
持

回

連
営
し
て
い
〈
よ
で
ど
れ
だ
け
心
の
文
へ
に
な
る
こ
と
か
。
神
職
の
立
場
か
ら
す
る
と
感
慨
深
ひ
思
ひ
が
胸
に
染
み
渡
る
と
伺
時
に
、
神
社
芥
の
発
及
は
全
国
津
々
浦
々
に
鎮
座
し
ふ
る
諸
社
、

戎
ひ
は
そ
の
神
職
自
信
に
か
か
っ
て
い
る
と
氏
、
じ
ま
す
。
船
魂
会
の
重
要
性
を
考
へ
ま
す
れ
ば
、
奉
仕
精
神
を
培
ひ
日
本
の
伝
統
文
化
を
探
求
し
指
導
す
る
カ
を
養
小
中
で
、
今
後
さ

句
に

会
員
各
々
が
精
錬
さ
れ
飛
球
す
る
こ
と
を
切
に
瀬

山
次
第
で
あ
り
ま
す
。

凶作心ぴ

に
、
育
会
の
益
々
の
御
発
及
と
関
係
各
位
向
御
隆
昌

・
御
健
勝
を
心
ょ
う
御
祈
念
中
し
よ
げ
、

平
成
十

九

年

八
月
吉

日

祝ー

善幸

氏
子
総
代
玄
田
忠
義
氏
、
お
広
次
氏
、

御
祝
#
吋
と
さ
せ
て
裁
き
ま
す
。

船魂会結成メンパー

故
川
田
安
仁
氏
な
と
斯
界
の
主
然
、
先
単
方

給
油
牝
神
社
・
塩
竃
神
社

宮

宮
司

田

男

塩竃神社奉祝祭
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挨

拶

言ぜ、
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挨

拶

こ
の
皮
、
船
魂
神
社
給
油
叱
会
創
立
十
五
周
年
並
び

に
泡
屯
神
社
改
築
五
周
年
を
迎
え
、
こ
こ
に
記
念
式

典
祝
賀
会
を
挙
行
出
求
ま
す
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い

皮
び
で
あ
り
ま
す
。

当
会
は
平
成
ニ
年
二
月
、
同
札
在
の
神
社
政
修
エ
事

完
成
を
記
し
て
発
足
の
え
逆
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当

時
は
椛
か
羽
切
潤
一
郎
先
生
、
山
下
政
庭
先
生
が
盛
岡

皮
と

t
く
粗
ま
し
の
お
話
し
と
熱
心
な
働
き
か
け
が

あ
り
、
ま
た
、
当
方
の
先
代
か
句
神
社
へ
の
御
縁
等
も
あ
り
、
一
緒
に
発
足
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
三
年
は
発
育
期
と
吉
い
ま
し
ょ
う
か
、
新
し
い
会
員
の
集

ま
り
、
方
針
、
卒
業
活
動
内
容
等
、
試
行
錯
誤
の
時
期
て
し
た
。
平
成
四
年
の
中
間

頃
よ
り
会
と
し
て
叫
拍
車
、
ま
と
ま
り
が
出
求
た
と
忠
い
ま
す
。
特
に
乎
成
五
年
一
月

九
日
、

「神
社
改
築
三
一
周
年
並
び
に
す
田
宮
司
ニ
級
進
級
を
祝
う
会
」
を
契
機
に
船

現
会
の
形
が
よ
り
し
っ
か
り
と
し
て
求
止
と
忠
い
ま
す
。

当
会
の
目
的
は
給
魂
神
社
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の
行
事
及
び
船
魂
会

を
通
じ
て
、
会
員
の
親
雄
を
計
り
、
ま
た
池
山
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
年
間
行
事
は
一
月
の
忠
比
寿
祭
と
え
例
総
会
、
三
月
末
の
花
見
の
会
、
五

月
定
例
会
、
六
月
臨
時
例
会
、
七
月
夏
祭
六
月
燈
、
後
日
反
省
会
、
十
月

1
十
一
月

の
ブ
ル

7
と
ポ
ー
リ
ン
グ
大
会
並
び
に
忘
年
会
、
十
二
月
末
恒
例
の
併
っ
き
大
会
、

そ
の
他
家
族
え
流
の
親
栓
会
、
県
内
外
の
神
社
・
仏
間
礼
察
旅
行
等
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

特
に
七
月
ニ
日
、
夏
祭
り
六
月
燈
に
際
し
ま
し
て
は
、
五
月
の
例
会
よ
り
何
皮
か

集
ま
り
、
会
員
の
意
見

・
企
品
等
を
取
り
入
れ
、
当
日
参
拝
さ
れ
る
皆
様
に
少
し
て

も
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
ま
た
、
当
日
の
会
員
役
割
を
合
的
進
め
て
お
り
ま
す
。

梅
雨
の
最
中
で
川
市
魂
さ
ん
の
六
月
燈
は
だ
い
た
い
雨
て
通
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

こ
六

1
七
年
お
陰
さ
ま
晴
れ
時
間
き
て
ホ

y

と
し
て
お
り
ま
す
。

奉
仕

・
友
愛

・
親
睦
を
旨
と
し
て
、
年
間
の
行
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
宮
田
一

男
宮
司
の
お
人
柄
、
奥
禄
は
じ
め
ご
家
族
の
協
力
と
足
解
が
あ
っ
て
こ
れ
ま
で
や
っ

て
未
れ
た
と
思
い
ま
す
。

又
、
会
の
ご
婦
人
才
の
い
つ
も
の
協
力
に
も
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

創
立
十
五
周
年
を
え
に
ま
た
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
新
し
い
船
花
会
を
目
指

す
時
期
で
も
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

給
油
弛
神
社

・
塩
竜
神
社
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
、
会
員
・
青
年
部
そ
し
て
関

係
者
各
位
の
皆
禄
の
御
健
勝
・
御
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
一
年
初
春
、
私
は
市
立
山
川
南
小
学
校
入

学
を
控
え
、
同
級
生
句
と
共
に
泡
屯
神
社
境
内
て
新

入
学

の
お
祝
い
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
主
催
は
可
内

会
か
あ
る
い
は
通
り
会
い
に
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

当
時
、
神
社
の
致
地
は
ん
マ
よ
り
ず
っ
と
広
〈
、
隣
の

公
園
主
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
流
内
に
は
国

旗
掲
揚
ム
ロ
が
あ
り
、
日
の
丸
が
は
た
め
く
中
、
神
王

さ
ん
の
お
抜
い
を
受
け
、
主
催
者

の
お
祝
い
の
言
葉
と
紅
白

の
国
旗
を
か
み
に
ど

っ
た

型
菜
子
の
お
み
や
げ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

当
時
は
六
月
燈
や
そ
の
他
、
十
五
夜
相
撲
大
会
♀
ど
吋
内
の
行
事
会
場
と
し
て
よ

く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
神
社
は
池
山
叫
住
氏
に
と
り
身
近
な
存
在
て
し
た
。

も
ち
ろ
ん

子
供
速
に
と
っ
て
も
絶
好
の
遊
び
坊
で
あ
り
、
学
校
か
句
の
帰
り
近
、
み
ん
な
て
色

ん
な
遊
び
を
し
ま
し
た
。

今
で
は
子
供
述
の
遊
山
姿
を
殆
ど
え
か
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
の
子

供
た
ち
は
家
に
附
じ
こ
も
り
ゲ

l
ム

・
テ
レ
ビ
等
、
屋
外
て
活
動
す
る
こ
と
も
少
な
く
、

ま
た
集
団
で
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
よ
フ
で
す
。

そ
の
せ
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
、
児
童
生
徒
の
い
じ
め
が
執
粉
、
陰
湿
に
な
っ
た
よ
う
に
忠
い
ま
す
。
昔
は

集
団
の
遊
び
か
ら
い
ろ
ん
生
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た

小
さ
い
順
、

鳥
居
の
前
を
通
句
通

F
ょ
う
と
す
る
人
は
社
殿
に
頭
を
下
げ
て
い
〈
の
を
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。
自
然
の

7
ち
に
神
様
へ

の
長
放
の
念
が
育
ま
れ
、
見
え
ざ
る
件
大
な
も

の
の
存
在
を
感
じ
る
卒
が
出
求
ま
し
た
。

そ
の
塩
竜
神
社
が
神
主
さ
ん
の
不
在
て
荒
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
い
つ
の
頃
か
句
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
年
間
を
通
し
て
の
神
事
も
寂
し
〈
、
吉
田
宮
司
晶
体
を
は
じ
め
、

新
た
に
選
任
さ
れ
た
青
任
役
員
、
町
内
の
心
あ
る
人
達
も
、
地
元
住
民
崇
敬
者
の

神
社
離
れ
の
状
況
を
愛
一い
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
四
年
十
ニ
月
に
晴
れ
て
立
派

t
御
社
政
改
築
と

t
q、
そ
の
際
、
池
山
叫
の
皆
川
悼
か

しり
も
喜
ば
れ
、
背
主
主
ご
寄
付

も
あ
り
ま
し
と
。
奉
祝
祭
に
は
地
域
の
方
々
も
ご
出
席
さ
れ
、
盛
大
な
記
念
式
典
が

位
さ
れ
た
の
は
ま
万
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
か
句
五
年
経
と
う
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
再
び
か
つ
て
の
よ
7
に
人
々
の
日
常
生
活
に
普
通
に
本
け
込
ん
て
き

つ
つ
あ
り
、
大
変
嬉
し
い
限
り
で
す
。

日
本
の
伝
統

・
丈
仏
を
伝
え
る
鎮
守
の
お
社
と
し
、
大
人
も
子
供
た
ら
も
集
う
坊

と
し
て
神
社
を
守
り
伝
え
て
い
〈
の
は
池
山
町
の
大
人
の
肯
務
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後

と
も
塩
竜
神
社
の
御
改
築
五
周
年
を
祝
い
、
そ
し
て
弥
栄
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

塩
竜
神
社
奉
守
会山

飢

府

地

叱

会

品
山

下

政

庚

(
責
任
役
員
)

憲

イ系

A、z、
長

野

会
長

r

、
d



必
t

務

会
ー動
記
録

平
成
十
四
年
度

一
月
十
四
日
(
月
)
午
後
六
時

三
月
三
十
日
(
土
)
午
後
六
時

五
月
二
四
日
(
水
)
午
後
六
時
半

六
月
八
日
(
土
)
午
後
六
時

六
月
十
五
日
(
日
)
午
後
六
時
半

六
月
三
十
日
(
日
)
午
後
三
時

ど
月
ニ
日
(
火
)
午
後
六
時

七
月
六
日
(
土
)
午
後
六
時
半

同

午

後

八

時

七
月
十
九
日
(
金
)
午
後
七
時

九
月
十
八
日
(
水
)
午
後
六
時
半

十
月
二
一
日
(
久
)
午
前
九
時

十
一
月
八
日
(
金
)
午
後
六
時
半

十
4

一
月
十
-
一
日
(
本
)
午
後
六
時

同

午

後

七

時

半

十
-
一
月
戸
一
八
日
(
上
)
午
前
九
時

会
外
活
動

八
月
十
七
日
(
上
)

十
八
日
(
日
)

十
回
(
日
)
午
後
七
時

八
日
(
日
)
午
後
二
時

十十

月月

平
成
十
五
年
度

一
月
十
日
(
金
)
午
後
六
時

三
月
二
九
日
(
土
)
午
後
四
時
半

五
月
十
六
日
(
金
)
午
後
六
時
半

六
月
七
日
(
土
)
午
後
六
時

六
月
十
一
日
(
水
)
午
前
九
時

六
月
二
九
日

(
H
)
午
後
三
時

七
月
二
日
(
水
)
午
後
六
時

七
月
七
日
(
月
)
午
後
六
時
半

九
月
十
九
日
(
金
)
午
後
六
時
半

五
育成
十
四
l

年
rT
月
i
r)

当
会
創
立
十
周
年
記
念
祝
官
会

花

見

合

定

例

会

臨
時
定
例
会

役

員

会

六
月
燈
準
備

瓦
祭
六
月
燈

定

例

会

六
月
燈
反
省
会

大
沼
会
員
を
祝
山
会

定

例

会

ゴ
ル
フ
ヲ
ン
ベ

臨
時
定
例
会

川
川
田
杯
ポ
ー
リ
ン
グ
大
会

忘

年

会

時

間

つ

告、

塩霧宮村F
屯 iむ叶宇土
中l'村F 県研
干上官 ?'h修
立主 1~' -1 旅
功神秘行
事丸神
不足祭千土

祭

十
日
五
び
す
・
総
会

花

見

会

定

例

会

臨
時
定
例
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
べ

六
月
燈
準
備

瓦
祭
六
月
燈

六
月
燈
反
省
会

定

例

会

ジ
ム
イ
ド
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

甲
突
川
河
畔

参
隼
段

b
h
ノ
隼
殿

参
集
殿

神
社
広
内

六
三
名

三
十
名

-
一
三
名

十
八
名

十
一
名
十
名

恭

ノ

隼

段

十

六

名

白

押

将

軍

十

三

名

タ

〆

ブ

ラ

十

六

名

参

集

段

十

八

名

島

沖

ゴ

ル

フ

七

名

事

一

年

殿

十

五

名

ベ
イ
サ
イ
ド
カ
ー
ヂ
/
十
七
名

山e
，A
h
J
串
は
い
L
U

句
乎
二
五
名

神

社

皮

内

的

四

十

名

霧
島
尚
千
穂
河
原

埠
屯
神
社

塩
竃
神
社

中
突
川
河
畔

参
集
成

参
集
段

札
河
津
ゴ
ル
フ

神
社
花
内

と
り
で
ん
天
文
部
届

参
集
成

参
炉
者
三
三
名
五
名

二
十
名

二
五
名

ニ
ニ
名

十
九
名

十
三
名

十
二
名
十
名

二
三
名

十
七
名

十
月
二
一
日
(
犬
)
午
前
九
時

十
一
月
五
日
(
水
)
午
前
九
時

十
二
月
九
日
(
火
)
午
後
六
時

同

午

後

七

時

半

十
二
月
二
八
日

(
日
)
午
前
八
時

会
外
活
動

十
一
月
九
日
(
日
)

十
日
(
月
)

平
成
十
六
年
度

一
月
九
日
(
金
)
午
後
二
時

一
月
十
日
(
土
)
午
後
六
時

三
月
-
一
七
日
(
土
)
午
後
四
時
半

五
月
十
五
日
(
土
)
午
後
六
時
半

六
月
五
日
(
土
)
午
後
六
時

六
月
ニ
七
日
(
日
)
午
後
三
時

七
月
二
日
(
金
)
午
後
六
時

七
月
四
日
(
日
)
午
後
六
時
半

九
月
十
八
日
(
土
)
午
後
六
時
半

十
一
月
子
七
日
(
土
)
午
後
六
時

同

午

後

七

時

半

十
-
一
月
-
一
六
日
(
日
)
午
前
八
時

会
外
活
動

十
一
月
十
日
(
水
)
午
後
七
時

平
成
十
七
年
度

一
月
十
二
日
(
水
)
午
後
一
時

一
月
十
五
日
(
ム
)
午
後
六
時

四
月
九
日
(
ム
)
午
後
四
時
半

五
月
二
八
日
(
土
)
午
後
六
時

六
月
十
八
日
(
土
)
午
後
六
時
半

六
月
ニ
九
日
(
水
)
午
後
三
時

七
月
二
日
(
金
)
午
後
六
時

ゴ
ル
フ
フ
ン
〈

神
社
関
係
者
大
会
(
会
長
表
彰
)

増
田
杯
ポ
ー
リ
ン
グ
大
会

忘

年

会

品

開

つ

品
沖
ゴ
ル
フ

サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

ベ
イ
サ
イ
ド
庁
j
デン

A

ぁ
み
り
唱
は
い
A
U

」
ヱ
ザ

神
社
比
内

， 

霧神
Jち千土
ヂl'ぷ庁
官{手
i~' 旅
寺中 it 
J、

号モ

霧
島
ホ
テ
ル

霧
ら
尚
千
穂
河
原
口

会
計
監
宜

十
日
五
び
す
・
総
会

花

見

会

定

例

会

臨
時
定
例
会

六
月
燈
準
備

夏
祭
六
月
燈

六
月
燈
反
省
会

定

例

会

川
町
由
杯
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

忘

年

会

川
河
つ

監
主
役
員
宅

参
集
成

甲
突
川
河
時

参
集
殿

吾
作
市
殿

神
社
成
内

居
酒
屋
し
ず
脊

参
年
殿

ベ
イ
サ
イ
ド
ガ
ー
デン

t
，
へ
し
ま
与
次
郎
底

神
社
境
内

ミ

霧
島
日
神
宮
御
神
火
祭

霧
白
同
高
十
秘
河
一
片

会
計
監
主

十
日
五
ぴ
す
・総
会

花

札

会

定

例

会

臨
時
定
例
会

六
月
燈
準
備

瓦
祭
六
月
燈

監
宜
役
員
宅

参
集
成

甲
突
川
河
畔

参
集
殿

参
集
殿

神
社
境
内

十
二
名
目
名
十
名

十
五
名

灼
ニ
十
名

ニ
名

十
八
名

二
六
名

十
七
名

十
六
名

十
ニ
名

十
七
名

十
三
名

十
ニ
名

二
三
す
る

的
ニ
五
名

ニ
名

二
四
名

ニ
ニ
名

ニ
十
名

十
九
名

十
六
名

十
名
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八
月

i
日
(金
)午
後
六
時
半

九
月
十
六
日

(土
)
午
後
六
時
半

十
一
月
八
日
(
土
)午
前
八
時

十
ニ
月
六
日
(久
)午
後
七
時

十
-
一
月
-
一
九
日
(本
)
午
前
八
時
半

会
升
活
動

十
一
月
十
日
(本
)
午
後
七
時

平
成
十
八
年
度

一
月
十
一
日

(
水
)
午
後
四
時

一
月
十
四
日
(
土
)
午
後
六
時

向

午

後

七

時

四
月
一
日
(
土
)
午
後
四
時
半

五
月
ニ
十
日
(
土
)
午
後
六
時

六
月
十
七
日
(
月
)
午
後
六
時
半

六
月
二
九
日
(
本
)
午
後
三
時

七
月
ニ
日
(
日
)
午
後
五
時
半

九
月
五
日
(
金
)
午
後
六
時
半

十
ニ
月
二
日

(
土
)
午
後
六
時
半

十
ニ
月
三
十
日
(土
)
午
前
八
時

会
外
活
動

十
一
月
十
日

(金
)午
後
五
時

平
点
十
九
年
度

一
月
十
二
日
(金
)午
後
一
時
半

一
月
十
三
日
(土
)午
後
六
時

同

午

後

六

時

半

ニ
月
十
七
日
(土
)午
後
六
時

三
月
三
一
日
(土
)午
後
四
時

四
月
十
三
-日
(金
)午
後
六
時
半

丘
月
十
九
日
(土
)午
後
六
時

同

午

後

六

時

半

六
月
十
六
日
(土
)午
後
五
時
半

同

午

後

六

時

半

六
月
三
十
日
(土
)午
後
四
時

七

月

ニ

日

(月
)午
後
五
時
半

六
月
燈
反
省
会

定

例

会

ゴ
ル

7
ヲ
ン

ベ

忘

午

会

d

一持
什

介

E

つ

3、

霧
島
神
宮
御
神
火
祭

会
計
監
査

十
日
正
ぴ
す
総
会

新
年
懇
親
会

花

札

会

定

例

会

臨
時
定
例
会

六
月
経
準
備
作
業

瓦
祭
六
月
燈

定

例

会

忘

年

会

ド
叶
つ

， 

茸
白
神
宮
御
神
火
祭

会
計
監
査

十
日
五
ぴ
す
総
会

周
年
事
業
役
員
会
(第
一
回
)

周
年
平
世
役
目
会
(弟
-
一
回
)

花

札

会

周
年
事
業
役
員
会
(第
三
回
)

周
年
平
常
役
員
会
(第
四
回
)

定

例

会

周
年
事
業
役
目
会
(第
五
回
)

臨
時
定
例
会

六
月
燈
準
備
作
業

夏
祭
六
月
燈

W
C
ω
-
T
匂

m。
巾
中
綿
札

参
品
川
凧

八
求
坑
山
ゴ
ル
フ
川
市
却

juべ
し
ま
与
次
郎
点

神
社
吃
内

霧
島
丸
山
千
枚
河
原

社
務
所

事
荘
厳

島

刊

姑

甲
突
川
河
畔

参
集
成

参
集
段

神
社
没
内

参
集
段

持

姑

一
神
社
没
内

非
h

均
的
千
出品
河
原

社
務
所

参
事
級

品
少
年
成

事
集
成

叩
1
尖
川
河
叶

事
県
政

事
荘
厳

参
集
成

参
集
成

参
集
成

神
社
境
内

十
七
名

十
六
品

十
二
名

十
九
名

灼
-
一
五
名

-
一
ク
勿

十
丘
名

十
六
名

二
二
名

十
六
名

十
四
名
十
名

十
四
名

三
十
名

的
ニ
丘
名

F

一品

十
九
名

十
八
名
七
名

三
十
名
十
名
十
名

十
九
名
十
名

十
八
名

十
一
名

八
月
四
日

(土
)午
後
六
時

八
月
ニ
四
日
(金
)
午
後
六
時
半

周
年
事
業
役
員
会
(片
山
六
回
)

給
油
崎
会
創
立
十
五
周
ヰ
祝
官
、
会

サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル

1
テ
ル

丘
名

巴ヨ

名

宮崎県高千穂神社 (平成14年自月17.16日)研修旅行

，当j

島津ゴルフ (平成14年10月21日)ゴルフコンペ

十

名餅っき(平成18年12月30日)

7 

六月灯片づけ (平成19年7月2日)



臥
姉
弟
会
平
成
十
五
年
度
総
会

総会前にi~竃神社本殿にで参拝

. 

平
成
十
五
年
一
月
十
日

塩
窓
口
神
社

於

ii竃神社境内にて記念植樹i~竃神社社務所にて総会を開催

記念植樹を終へて
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恥
加
・
魂
会
活
動
写
真

餅っき

~~ fl~沖 i土イミ円，1萱六月灯

六月灯舞台余興

忘年会 (平成17年12月6日)

餅っき

9 

餅っき



川
市
魂
会
創
立
十
五
周
年
並
に
埠
従
神
社
御
玖
第
五

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

船
山
叱
神
社
と
弊
祉
の
お
つ
き
令
い
は
、
住
宅
事
紫

部
発
足
以
米
三
十
五
年
、
地
鎮
祭
や
起
工
式
、
解
体
祭
、

入
居
祭
な
と
弊
祉
の
祭
事
ご
と
に
、
出
依
祭
典
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
又
お
正
月
円
安
全
祈
願
や

六
月
の
安
全
大
会
に
も
祈
願
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

お
か
げ
さ
ま
で
事
故
も
な
〈
順
調
に
仕
事
が
出
米
て

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

M
B
C
開
発
株
式
会
社

昭
和
六
三
年
七
月
二
日

、
品
市
魂
神
社

・
社
務
所
改

築
計
晶
の
ご
指
名
を
有
難
く
お
受
け
致
し
ま
し
た
。

当
時
、
今
以
ょ
に
施
設
拡
充
整
備
が
笠
ま
れ
る
中
、

由
緒
あ

る
給
油
叱
廟
が
郎
市
型
神
社
と
し
て
、
よ
り
明

る
く
祈
り
と
怠
謝

の
相
集
う
空
間
を
再
況
で
き
る
も

の
か
と
身
の
引
き
締
ま
る
忠
い
で
し
た
が
、
宮
田
宮
司

西
野
会
長

(当
時
総
代
代
表
)
各
委
員

の
ご

指
導

ご

協
力
を
川
明
り
な
が
句
十
月
十
九
日
、
基
本
設
計
が
永

A

ね
な
さ
れ
十
一
月
ニ
八
日
、

M
B
C
附
仕
官
さ
ん
同
席

の
下
、
エ
事
概
婆
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
の
御
代
か
句
年
号
が
玖
ま
り
、
平
成
元
年
五
月
二
七
日
、
御
造
営
地
鎮
祭
が

厳
粛
に
挙
行
さ
れ
、
工
事
の
進
捗
に
応
じ
て
手
水
令

・
千
木
町
検
討
各
神
社
を
見
学
、

参
考
さ
せ
て
も
l

り
い
ま
し
た
。
十
月
二
日
、
念
願
の

よ
株
祭
ゲ
ホ
ゼ
祭
(
秋
季
例
祭
)

に
合
わ
せ

「
エ
イ
、
エ
イ
、
エ
イ
」

の
掛
け
戸
総
々
し
く
衿
姿
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

明
け
て
平
成
ニ
年
一
月
二
ニ
日
、
完
了
検
査
を
行
い
二
日
後

の
ニ
回
目
、
日
出
皮
〈

竣
功
奉
祝
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
剣
且
神

田
居
合
い
抜
き
等
一
か
ご
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
鳥

居
を
潜
り
穏
や
か

t
広
い
歩
道
を
昇
る
と
ご
神
殿
と
社
務
所
前
に
広
場
を
設
け
、
人

々

を
招
き
入
れ
る
宝
附
と
な
り
、
風
格

の
あ
る
新
九
ん
な
る
賑
わ
い
を
予
感
さ
せ
ま
し
と
。

時
世
屯
川
村
社
玖
築
エ
事
で
は
ま
ず
、
川
礼
他
調
査
を
執
り
行
い
ま
す
と
畑
長
い
敷
地

て

お
祉
を
兆
立
す
る
に
は
少
々
狭
い
と
感
じ
ま
し
と
が
、
幸
い
憐
に
は

「塩
釜
公
園
」

が
あ
り
、

司
}
れ
と
一
体
化
出
永
れ
ば
広
い
境
内
池
に
見
え
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
必

要
建
物
は
御
社
殿

(神
殿

・
幣
殿

・
拝
殿
)
と
村
健
所

・
村
具
非

・
投
与
所

・
参
集
所

・

倉
庫
、
市
平
山
伏
い
所
、
手
水
令
等
、

Mm
句
れ
た
救
他
に
こ
れ
ら
を
配
泣
す
る
に
は
、
船

紘
一
村
山
牡
で
の
玖
築
設
計
を
活
用
品
札
し
ま
し
て
、
一
階
に
皐
被
い
所
と
村
兵
庫
、
二
階

に
ご
本
殿
の
神
殿
株
と
神
保
所
を
、
さ
し
り
に
一
階
に
社
務
所
・
参
集
所
と
、
二
階
に

控
室
の
あ
る
ニ
枕
を
計
晶
致
し
ま
し
た
。

周
辺
は
近
隣
商
業
地
区
で
、
西
側
住
宅
は
虎
芥
い

っ
ぱ

い
ま
で
建

っ
て
お
り
、
日

照
の
こ
と
も
考
成
し
、
品
、
さ
の
あ
い
神
殿
は
車
側
に
、
そ
れ
よ
り
低
い
神
候
所
を
岳

側
に
配
泣
致
し
ま
し
た
。

神
社
建
築
は
日
本
の
伝
統
を
要
す
る
特
殊
建
築
で
あ
り
、
宮
大
工

の
匠
の
技
術
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
レ
九
エ
祉
が
木
造
建
築
を
待
念
分
野
・
と
す
る

M
B
C
開
発
さ
ん
で

し
ん
の
で
心
よ
り
安
心
出
求
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
師
走
の
冬
晴
れ
の
下
、
竣
功

L
た
一
神
神
殿
を
見
よ
げ
る
と
川
五
壮
厳
さ
が
仙
柑
叩

L
、

公
図
側
か
句
2岬

&丘μιん
と
岬
忠4
い
ま
す
。

時
吋
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
給
油
叱
神
社
玖
築
ょ
う
二
十
年
、
地
位
屯
神
社
御
造
営
よ

り
五
年
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
を
御
祈
念
申
'
し
ょ
げ
ま
し
て
、
一
吉
ご
挨
拶
と
一
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

思事b
骨

... 

比
良
建
築
設
計
事
務
所

所
長

比

良

五

船魂神社上棟祭(平成元年10月)

昭
和
六
十

三
年
に
神
社
の
改

修
計
品
を
附
き
弊
社
も
是
非
協

力
を
と
思
う
さ

tLr
エ
事
J
ど
苅

け
負
わ
せ
て
い
み
に
だ
〈
事
に
な

り
新
屋
数
の
船
洗
村
社
全
体
内

政
築
エ
事
を
平
成
二
年
熱
事
完

成
さ
せ
る
事
が
出
求
ま
し
た
。

そ
の
十
数
年
後
、
温
泡
神
社

の
本
殿
、
社
務
所
円
改
築
エ
事

も
指
名
を
い
た
ド
に
き
ま
し
た
。

世
間
で
は
百
年
に
一
皮
し
か
な

い
と
吉
わ
れ
る
神
社
の
エ
ギ
を

一
さ
せ
て
い
た
い
に
き
感
謝
の
気
持

ら
て
い

っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

工
事
の
進
行
も
不
慣
れ
な
な
か
、

神
社
側
の
祭
典
事
の
逆
行
や
設

計
者
の
比
良
建
築
設
計
事
務
所

の
ご
指
導
の
え
、
丙
神
社
央
、

竣
工
し
奉
祝
祭
を
む
か
え
L

り
れ

た
こ
と
は
皆
此
悼
の
お
力
添
え
の

偽
物
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

里

良

男

常
務
取
締
役
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本
殿
の
腐
食
部
分
の
修
叫
z

と
補
強
を
し
て
移
動
し
、
参
集
段
や
社
務
所
の
噌
設
を
さ

せ
て
裁
き
ま
し
た
。
移
動
の
際
は
大
事
な
本
殿
に
キ
ズ
を
つ
け
た
り
こ
わ
し
た
り
し
な

い
よ
う
十
八
刀
法
念
し
て
移
動
工
事
の
計
晶
を
た
て
ま
し
た
。

山
町
下
敬
者
の
江
藤
建
設
工
業
の
匠
の
技
に
よ
り
水
平
に
約
十

m
ょ

に
三

m
、
ま
〈
句
木
と
油
圧
ジ
ヤ
ソ
キ
で
十
数
人

的
執
一
時
中
エ
で

約
半
月
か
け
少
し
ず
つ
慎
重
に
動
か
す
禄
は
壮
大
で
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
の
工
事
で
し
た
。

基
礎
エ
事
で
は
大
型
ユ
ン
ホ
で
地
面
を
掘
削
中
、
戦
時
中
空
襲

て
投
下
さ
れ
た
不
発
弾
が
出
て
き
て
大
騒
ν
さ
に
な
り
ま
し
た
。

さ
い
わ
い
信
管
の
無
い

宝
燥
伴
て
大
き
な
彩
響
も
な
〈
無
事
進
め
hJ
れ
ま
し
た
。

又
、
工
事
中
に
島
津
久
光
ハ
ム
の
請
に
あ
た
る
島
津
忠
慶
氏
の
況
場
札
察
が
あ
り
エ
事
の

状
況
や
進
捗
に
興
味
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

神
社
側
の
神
事
で
仮
殿
透
度
祭
や
本
殿
遺
産
祭
は
幻
想
的
て
奥
深
い
行
事
で
し
た
。

ま

た
よ
株
祭
で
は
ハ
カ

7

を
着
て
掛
け
声
を
か
け
た
り
始
め
て
の
体
験
で
忠
い
出
添
い
も

の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

神
社
の
工
事
な
句
で
は
の
建
築
用
誌
の
御
神
木
、
屋
根
に
取
り
付
け
た
千
木
、

製
作
な
ど
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

札
坊
を
管
注
す
る
者
と
し
て
、
一
生
に
一
皮
も
無
い
と
忠
わ
れ
る
社
寺
建
築
に
携
わ
り
、

地
鎮
祭
の
場
所
に
居
た
事
を
と
い
へ
ん
尤
栄
古
事
と
思
い
ま
す
。

当
時
ニ
十
六
歳
の

私
に
社
寺
建
築
の
知
識
が
あ
る
択
で
も
な
〈
、
比
良
設
計
事
務
所
の
新
名
先
生
や
、
数
々

の
神
社
を
手
掛
け
た
経
験
の
あ
る
株
梁
の
宮
島
さ
ん
、
え
、
塩
竃
神
社
肯
任
役
員
、

泰
守
会
そ
の
他
大
勢
の
方
々
の
お
力
を
借
り
て
、
祭
事
温
定
神
社

.

ヨ

改
築
エ
卒
を
竣
工
す
る
事
が
出
求
た
の
ど
と
思
い
ま
す
。

一

ま
え
、
宮
崎
か
句
通
う
株
梁
に
拾
魂
神
社
の
参
集
殺
を
宿
泊
宿

一

に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
宮
田
宮
司
此
悼
の
お
心
遣
い
に
た
い
へ
ん
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
一

宮
大
エ
の
す
h

均
株
梁
の
仕
事
の
手
順
、
精
皮
、
仕
上
が
り
は
す
ば
ら
し
い
技
術
で
し
た
。

主
〈
り
の
あ
る
屋
根
の
切
り
込
み
、
建
て
上
げ
、
格
天
井
の
組
み
込
み
、
仕
事
の
段
取
り

t
ど
は
目
を
み
は
る
物
が
あ
り
感
動
も
覚
え
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

船
淀
神
社
と
境
在
日
神
社
は
、
本
水
〈

一
人
て
も
多
〈
の
皆
様
方
の
心
の
よ
う
処
で
あ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
う
ま
す
。

関
係
者
株
の
御
健
康
、
御
盛
栄
刷
、
い
寄
稿
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

掘
剥
端
組
御
造
笥
に
.携
が
り

鰹
木
の

M
B
C
開
発
株
式
会
社

エ
事
担
当

回

撞
竃
神
社
・
御
造
営
に
揚
わ
り

M
B
C
開
発
株
式
会
社

工

事

担

当

服

中

克

尚

告~

潤

サンロイヤル
ホテル

太陽運輸倉庫株)塾義111 山
干890・8581
鹿児島市与次郎1丁目8ー10
TEL.253-2020 

干890司0033
鹿児島市西別府田J2941・14
TEL.281-1000 

T890-0046 
鹿児島市西田1丁目12-9
TEし257-6500

ルミエール西陵堀切税理士
事務所

平安祭典
鹿児島会館

大同生命(船
鹿児島支庖

干890-0032
鹿児島市西俊5-12・10
TEL.282-4949 
フリーダイヤル0120・024949

〒890・0067
鹿児島市真砂本町35-1
TEL.255ー 7759

-11-

干892・0837
鹿児島市甲突町27-22
TEL.226-4194 

干892・0846
鹿児島市加治屋町15-9
TEL.224-3434 



ぽ但
ー竃
神
社
件
珠
築
五
十周
年
を
迎
え
して

人
生
に
お
い
て
慶
弔
吉
山
、
事
あ
る
毎
に
頼

っ
て

行
〈
の
が
神
仏
て
す
。

心
の
寄
り
処
で
あ
る

『
鎮
守

の
社
』
と
し
て
、
時
仙
沼
神
社
の
御
神
殿
が
念
願
ど
お

り
見
ギ
に
ご
改
築
さ
れ
て
、
平
や
五
周
年
を
迎
え
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

見
る
も
無
残
な
無
人
の
お
社
を
見
る
に
つ
け
、
何

と
か
な
句
な
い
も
の
か
と
、
平
〈
か
わ
船
魂
一
神
社
の

{
呂
田
宮
司
さ
ん
に
ご
要
笠
し
て
居
り
ま
し
た
が

、
宮

司
さ
ん
の
決
断
の
も
と
、
氏
子
崇
敬
者
を
始
め
有
志

の
方
々
、
地
成
の
沢
山
の
皆
品
怖
の
沫
甚

iu
ご
品
川
向
ご
協
力
を
裁
き
、
子
処
以
ょ
の
立

派
で
荘
厳
な
る
御
神
殿
え
吉
田
L

る
こ
と
が
出
求
ま
し
た
。

私
共
地
元
の
一
員
と
し
て
試
に
喜
ば
し
く
、
感
謝
に
堪
え
な
い
処
て
御
座
い
ま
す
。

昭
和
の
初
期
、
私
が
ま
だ
小
学
生
の
頃
の
事
で
す
が
、
総
電
神
社
は
今
の

「
が
ん

が
句
橋
バ
ス
停
」
の
附
近
よ
り
、
斜
め
に
畑
い
袋
小
路
の
突
き
当
た
り
に
鎮
座
し
て
、

近
所
の
子
供
述
が
泣
内
に
集
ま

っ
て
遊
ん
で
い
た
も
の
で
し
た
。

一
時
期
、
鳥
居
の
手
前
に
旧
制
中
学
校
の
先
生
が
位
ん
で
居
句
れ
、
析
に
小
れ
子

供
述
を
集
め
て
、
神
、
五
さ
ん
と
二
人
し
て
、
歴
史
の
話
や
精
神
訓
話

t
ど
教
え
て
い

た
肘
に
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
特
に
十
二
月
の
夫
、
い
夜
、
赤
秘
義
士
伝
の
斡
説

会
で
、
お
母
さ
ん
才
が
併
の
入

っ
た
熱
い
ゼ
ン
ザ
イ
を
ふ
る
ま

っ
て
下
さ

っ
た
記
憶

も
絞
っ
て
い
ま
す
。

亦
、
正
月
や
六
月
灯
の
時
は
、

し
い
も
の
で
し
た
。

附
近
に
屋
台
も
並
び
家
族
揃

っ
て
お
参
り
し
、
楽

夏祭り六月灯作業風崇

少
年
時
代
の
懐
か
し
い
体
験
は
、
い
つ
ま
で
も

小
る
さ
と
へ
の
郷
愁
と
し
て
、
吹
か
く
思
い
起
こ

す
も
の
て
す
。

春
夏
秋
冬
、
四
季
折
々
に
ふ
れ
、
他
成
の
氏
一
神

株
と
し
て
、
氏
子
や
地
元
住
民
を
え
え
共
に
活
動
し
、

小
る
さ
と
を
偲
ぶ
心
の
寄
り
処
に

t
っ
て
欲
し
い

と
忠
つ
こ
と
で
し
た
。

ニ
れ
か
句
も
氏
子
崇
敬
者
、
池
山
町
の
皆
様
方
の

よ
り
一
層
の
ご
抜
助
ご
協
力
を
戴
い
て
、
広
竜
神

社
の
益
々
の
体
栄
え
を
、
祈
念
致
し
ま
す
。

塩
竃
神
社

責
任
役
員

千fh

音色

夫

崎

iA竜神社御社殿改築地鎮祭(平成14年6月23日)1哩電神社上棟祭(平成14年10月4日)

iA寵神社旧社殿

.12. 
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平
成
十
四
年

二
月
二
三
日
(
+
己
貸
任
役
員
総
代
会
八
名
除
船
魂
神
社

「
塩
開
地
神
社
御
社
殿
改
築
実
行
委
員
会
(
奉
民
会
)
設
立
」
の
件
に
つ
き
協
誌
を
計
り
愚
認
を
得
る

四
月
九
日
(
火
)
責
任
役
員
総
代
会

b
名

除

船

魂

神

社

「
奉
昌
宏
E

」
設
立
に
つ
き
会
長
を
山
下
責
任
役
員
に
依
頼
す
る
件
つ
い
て
役
員
の
承
認
を
得
る

四
月
二
一
日
(
日
)
町
内
会
説
閉
会
十
六
名

一
、
御
社
殿
並
に
社
務
所
改
築
工
事
の
件

一
、
奉
首
会
設
立
の
件

fj~ 

新
屋
敷
東
公
民
館

五
月
八
日
(
水
)
午
後
六
時

船
魂
神
社

「
奉
筒
会
」
発
足
式

二
十
四
名

------------諮社事挨挨
四三二事殿業
........'-"'-"........ 改計拶19
そ事役奉築画
の業員飴慨の
他計選会要説
画任会の明
奉の則説
賃予件承閉
会算認改
役(の築
員案件慨
紹)要
介承
号刃
00 

の
件

宮
司

奉
箇
会
会
長
繍
宣

比
良
建
築
設
計
事
務
所

会

長

副
会
長

理

事

理

事

理

事
監

事

六

月

一

日

(
土
)
午
後
六
時
第
一
回
役
員
会
除
船
魂
神
社

山

τ会
長
平
中
副
会
長
福
崎
狸
事
大
沼
理
事
{
畠
司
禰
{
且

一、

会
の
側
要

一
、
募
金
活
動
の
件

六
月
十
六
日
(
日
)
午
後
七
時
半
仮
殿
遷
座
祭

六
月
十
八
日
(
火

解
体
工
事

占ハ同月
一
一一一声口(口い】)片寸品川日開山岡町

地
鎮
祭

改
築
工
事

七
月
六
日
(
士
)
午
後
五
時
第
一

一回

役

員

会

形

船

魂

神

社

山
下
会
長
平
中
副
会
長
堂
地
理
事
福
崎
理
事
大
沼
理
事
情
欄
宣

一、

「
仮
殿
遷
座
祭
」
並
に
「
地
鎮
祭
」
終
了
報
告

一
、
改
築
工
程
の
説
明

一、

六
月
燈
の
件

一
、
閉
山
吋
4
宜
拝
心
耐
叫
時
刊
山
立
口

七
月
二
十
日
(
士
)
夏
祭
リ
六
月
燈
斉
行

B合新富山富堀大福室平山

名田下回

政ー

孝昇民男

義

切沼崎地中下

潤秀 ij~恭和政

郎塑夫敬夫儲

¥ 
仮殿退座式 (6同16日)地鎮祭直会 (6月23日)

網野元クレーン機工

発足式 (5同88)

(有)福岡奉製長島商事(株)

解体工事 (6月18日-)

(株)肥後産業

地鎮祭 (6月23日)

干834・0081
福岡県八女郡立花町山崎1961
TEL.0943-23-3412 

干890-0062
鹿児島市与次郎一丁目6-14
TEL.256-5337 

〒891-0131
鹿児島市谷山港三丁目4-13
TEL.261-3993 

干891・0122
鹿児島市南栄二丁目12-4
TEL.260-6661 

第一海運(株)三好産業(株)吉田葬祭三富興業(資)

〒892・0835
鹿児島市城南町36
TEし224-2325

〒890・0043
鹿児島市際師二丁目4・6
TEL.251-5315 

14 

〒892-0805
鹿児島市大竜町10-2
TEL.247-1417 

〒892司0834
鹿児島市新屋敷町6・21
TEL.224-3811 



九
月
七
日
(
土
)
午
後
六
時
第
三
回
役
員
会
形
船
魂
符
社

山

下

会

長

平

中

劃

会

長

短

時

遣

事

大

沼

理

事

田

中

宮

司

街

宣

縫

禰

宣

一
、
「
上
煉
祭
」
の
件

一
、
市
括
合
4
1岨
耐
叫
胡
山
市
生
ロ

十
月

四
日
(
金
)
午
後
五
時

上
棟
祭

十
月
十
六
日
(
水
)
午
後
六
時
第
四
回
役
員
会
信
船
魂
神
社

山
下
会
長
平
中
副
会
長
福
崎
理
事
大
沼
翠
事
田
中
{
昌
司
禰
宜
権
編
宣

一
、
「
上
保
祭
」
終
了
報
告

十
一
月
八
日
(
金
)
午
後
五
時
第
五
回
役
員
会
除
船
魂
神
社

山

下

会

長

平

中

副

会

長

福

崎

理

事

大

沼

理

事

田

中

宮

司

繍

富

一
、
「
本
殿
連
座
祭
一
並
に
「
奉
祝
祭
」
の
件

一
、
募
金
活
動
報
告

十

一
月
十
八
日
(
[
丹
)
午
後
六
時
半

ハ
巳
(
巴
)
午
後
二
時

本
最
遷
座
祭

章
一
軍
祝
(
後
功
)
祭

十
二
月

所
役
吾
川、Z
i

一

誠
主

慌
百
四
揖
陪
隠

宿
泊
}
湯
漬
十字
一
玉
串

一
般
玉
串

手
ER一
御
鐙
後
取

劫
勤
(鹿
児
島
県
神
道
青
年
会
)

呉

儀

庭

部

先
導
所
役
祝
詞
後
取

伶

人

笠

伶

人

間

世

築

伶
人

宜弔
問自

受
付
手
水
遅
参
者
一
一
修
誠

午
後
三
時

司
巴式
次
第

一
開
会
の
辞

一
一
奉
員
会
会
長
挨
拶

三
宮
司
挨
則
自

四
感
謝
状
並
に
表
彰
状
贈
呈

五
-
委
員
祝
辞

設
計
担
当

施
工
担
当

七六

乾
杯
開
会
の
辞
万
歳
三
唱

宮
司
禰
室

権
回
糊
室

鹿
児
島
黙
認
園
押
社
権
回
刑
宣

竹
田
神
社
権
祷
宣

南
方
神
社
禰
宜

照
国
神
社
出
仕

箱
崎
八
幡
神
社
禰
宜

三
船
神
社
権
禰
宣

奉
祝
記
念
式
市
貝

責
任
役
員

代
表
役
員

鹿
児
島
県
符
社
庁
庁
長

船
魂
会
会
長

比
良
建
築
設
計
事
務
所
所
長

M
B
C開
発
側

資
任
役
員

民
任
役
員

宮宮宮立田宮佐井森富山畑川福渡比西川

回国

昇男

平
成
十
五
年

一
月一

一
一
白
(
火
)
午
後
五
時
会
計
監
査
会

山
下
会
長
堀
切
監
事
橘
宣

同

日

午

後

六

時

第

六

回

(

最

終

)

役

員

会

貯

塩
屯
神
社

山
下
会
長
一
平
中
副
会
長
堂
地
理
事
福
崎
理
事
国
中
南
林
寺
町
内
会

会

長

宮

司

街

宣

一
、
監
査
報
告

一、

一一幸
賛
4
2
収
支
決
算
報
告

日
申
告
A

明
許
割
削
4

出

if> 

沼
南
唱
神
社

田

m 

元土地井上川

光敬俊和祐弘
太
郎二利信樹

田下切

政潤

男匝i剖E

野崎辺良野上

純目E尚五憲親

英夫昭男保昌

殿殿段段

上練祭 (10月4Bl 

MBC不動産

上棟祭 (10月4日)

康正産業(株)
ふぁみり庵
はいから亭

本殿遷座祭 (11月18日)

(株)鶴鳴館
料亭鶴屋

奉祝祭 (12月8日)奉祝記念式典 (12月8日)

幅広和印刷

干892司8563
鹿児島市樋之口町1-1
TEL.226-3333 

干890-0062
鹿児島市与次郎一丁目9-7
TEL.261-3993 

干892・0842
鹿児島市東千石町8-3
TEL.223-2241 

〒892-0837
鹿児島市甲突町18-10
TEL.222-3522 

比良建築設計

事務所

(株)日商ホーム積善社

飛鳥会館
株)小田畳商会

〒890・0052
鹿児島市上之園町15番11号
TEL.253-3555 

干890・0066
鹿児島市真砂町12-1
TEL.259-1 01 0 

15 

〒890-0065
鹿児島市郡元二丁目11・5
TEし252-4444

干892・0839
鹿児島市新屋敷町5-17
TEし222-3224



A、
A 

役 月市 氏 ifl {主 r~r 'm 主I主11主J F A X 
dZ乙ス、 長 凶 里子 iLq 鹿児防i¥1千日 IIIT13番24号 224-3232 222-5075 

刷 会長 111 貯F 和t ~ 鹿児島市雨林寺IIIT3詐9号 223-6244 223-6247 

副 会長 111 政 11;'( 脱児島i¥1荒凹2丁目5帯13Jjヲ 255-8863 255-6745 
t:!= '[i 知I 名 ~j( 孝 鹿児 )~j 市|二之関 IIIT8番3号 253-3555 253-3556 
dZbZミ、 同 rz; 次 脱児向i¥11Jr I歪敷IIIJ5番13号 222-5340 222-5340 
イZb之、 員 米 原 |町i 脱児島iIi新屋敷lげT21番5号 223-9626 222-2919 
4z2z h 員 大 品{17コ7 秀 -Jm Ell Jni.児山市古野111]7034帯地14号 244-3176 244-3184 
dZCN ミ 員 lIIJ |王| 徳 J;Jt 脱児島市紫原5・7-28・302 257-9033 257-9033 
ノEヘ 員 EB 克 尚 鹿児向市樋之ロIIIJl-l 226-7657 227-1465 
イz合、、 員 f!lj 賢 !比児島市 吉野IIIT7530番地1 244-6315 244・6315
d2b2Z 、 員 j樋 ロ 利 ~Wt 脱児島市小山間川4429-2 238-2812 228-4500 
イヱコ〉ミ、 員 室 回 IW 之 鹿児向市吉野IIIJ9700 247-0066 

~ 員 増 旺i。Ir 子 鹿児島市革牟日12丁目37番18号 225-2956 225-2956 
必""、 員 川 田代 泰 '1'11 鹿児島市lNI5c 2-]自11番5号 252-4444 251-4444 
dヱbミ、 員 村 千江子 腕児品市山之 口 IIIT8 '~干 41 号 222-4615 222-2719 
dZbズ、 員 古 111 1百 93 鹿児島市新屋敷IIIJ6帯21号 224-3811 226-1832 
~ 、 員 栗 2貝 {中 隆 !比児島市新屋敷IIIT5番17号 224-0088 225-0133 

~ミ 員 z歩t，.主 f日 相1 作 鹿児島市新屋敷町14-14-204 224-5477 224-5477 
~ 、 員 西 Hi~í tJf )兆児山市船主1!IIIT5帯8号 222-6522 222-6523 
dZ合ミ、 員 谷 仁l !日j 』社 鹿児島市新栄町26番22号 257-8988 257-8944 
イZ二》、 員 本 村 純一 郎 !兆児rJ市樋之ロドIJ6番 11号 222-5212 227-3039 
d出"ト‘ 員 久 {呆 人 鹿児島市中川18帯9号 222-1200 219-5068 

事務局長 :IjA 切 il到一 郎 !比児島市真砂本川35番1号 255-7759 255-7797 

宮 司 'EIコ台' |壬| 男 脱児島市新屋敷町5帯15号 226-7457 222-0195 

tiJ、 宜 ギ口~.l' |到 ヂf 鹿児j芯市新屋敷IIIJ32番13号 227-1272 227-1273 

:m祢 宜 '~ー三'1 !日 ?へ 腕児山市新屋敷IIIT5番15号 226-7457 222-0195 
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塩m神社青年会

役 1市 氏 名

代表役員 '@X 凹 男

責任役員 1.1.1 下 政

責任役員 Jj:l¥ 日J ìl~.J 一郎

責任役員 111 型F 中2 英
責任役員 福 1 1J;~f n~ 夫

T与 dユhτ 

dZE二Nミ 長 j加 日J 祐

副会長 晃 1到

副 会長 I11 型F 友
iiEzub - 事 己7 刀く frlr-郎

事務局長 南 文 人

事務局員 ，白ム 回 界

理 r工 !i1.! 史

理 I/l' 福 b主 洋一郎

理 事 岩 JC 英一郎

理1 !ljl 任l 吾

塩竃神 社役員
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。
社
頭
祈
願
奉
仕
の
ご
案
内

安
産
厄
除
服
(
星
祭
)
初
宮
詣
恵
蔵
安
全
祈
願
身
体
健
全

無
病
息
災
・

病
気
平
癒
海
上
渡
航

七
五
三
詣
七
草
祝
学
業
成
就
合
格
祈
願
成
人
報
告
祭
年
祝
い

還
暦
祝
結
婚
報
告
祭

『人
生
の
節
目
ご
と
に
、
神
様
に
感
謝
し
こ
加
設
を
願
い
ま
す
。

人
生
儀
礼
を
通
し
て
生
命
の
尊
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。』

。
出
張
祭
典
奉
仕
の
ご
案
内

[地
鎮
祭
(
起
工
式
)
]

家
屋
や
ビ
ル
等
建
造
物
を
建
て
る
に
あ
た
り
、
そ
の
土
地
の
産
土
神
に
こ
報
告
致
し
ま
す
。

[上
棟
祭
(
棟
上
式
)
]{
竣
工
祭
]

{入
居
祭
]
こ
れ
か
ら
お
住
ま
い
す
る
こ
と
を
産
土
様
に
こ
報
告
申
し
上
げ
、
各
々
部
屋
を
お
被
い
致
し
ま
す
。

{清
一
服
全
般
}
(
井
戸
埋
・
屋
内
外
・会
社
事
務
所
后
翁

工
場
等
の
新
設
、
解
体
)

{地
神
水
神
祭
}

日
常
の
生
活
に
お
い
て
そ
の
土
地
敷
地
内
に
鎮
ま
る
神
に
感
謝
す
る
お
扱
い
。

{神
棚
祭
]

神
棚
を
お
杷
り
し、
日
々
の
恵
み
に
感
謝
し
ま
す
。
年
に

一
度
御
札
と
紙
垂
を
お
取
替
え
し
、

家
内
安
全
・
社
運
隆
自
国
を
祈
祷
致
し
ま
す
。

{葬
儀
}
(神
葬
祭
)

亡
き
故
人
の
御
霊
を
鎮
め
、
厳
か
に
先
祖
の
世
界
へ
い
ざ
な
い
ま
す
。

{年
忌
祭

慰
霊
祭
・
称
月
命
日
祭
]

節
目
の
年
に
故
人
を
偲
ぴ
祖
先
を
尊
ぴ
御
霊
を
お
祭
り
致
し
ま
す
。

当
社
、
祖
霊
殿
で
も
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。

{墓
前
祭
}

納
骨
祭
ま
た
お
謹
の
購
入
時
に
御
先
祖
に
こ
報
告
し
お
械
い
致
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
冠
婚
葬
祭
諸
祭
事
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
説
明
等
は
お
気
軽
に
社
務
所
迄
お
申
し
出
下
さ
い
。

畠
V

お
祭
り
は
日
本
の
伝
統
文
化
で
す
。
大
切
に
守
り
伝
え
ま
し
ょ
う
。

船

魂

神

社

鹿
児
島
市
新
屋
敷
町
五
番
十

五
号

電

話

O
九
九
l
二
二
六
七
四
五
七

F
A
X
O
九
九

二

==
o一九
五

竃

神

社

鹿
児
島
市
新
屋
敷
町
三
十
二
番
十
三
号

電

話

O
九
九
l
ニ
ニ
七
ー

一
二
七
二

F
A
X
O
九
九
|
二
二
二

l
一
二
七
三

塩

兼
務

西
別
府

田

上

田

上

諏
訪
神
社

八
幡
神
社

吉
満
神
社

祖霊殿船魂神社

MBC開発(株)(有)本村印刷ホテル
ニューニシノ

(掛カワノ建材庖

干892-8563
鹿児島市樋之口町1-1
TEL226-7777 

干892-0845
鹿児島市樋之口町6-11
TEL222-5212 

干892・0843
鹿児島市千日町13-24
電話224-3232

〒892・0834
鹿児島市南林寺町3-9
電話223-6244

(和お仏壇
の久保⑫
西本願寺別院通り

干892-0827
鹿児島市中町8-9

(株)谷口工研舞姑酒処REネット
・乙"，乙"

干890-0072
鹿児島市新栄町26・22
電話257-8988

ー17-

干892・0833
鹿児島市松原町1-14
電話226-0515Ilill・~炉，宣盆E
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